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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・なし

【退院】
・なし

【転出】
・なし

【ユニット移動】
・長根　とし子様～東病棟合併症室　→　東病棟Cユニット5号室。


＜患者様連絡事項＞
・中島　優子様～不穏興奮に伴う多動による点滴自己抜去があり頓服薬使用を要することを説明
し、夫様の了承を得て本日のモニター面会を中止。

・小栗　健太郎様～田名部Dr指示にて、7/28にてレボフロキサシン錠５００ｍｇ1 錠 (1日1回　夕食後)飲み切り中止となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間の開放観察指示あり。開放中脱衣しながらユニット内徘徊、他患へ詰め寄る様子有り早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9：00～16：00の開放観察指示あり。開放後ニヤツキながら妄想言動聞かれるが粗暴行為や他患とのトラブル無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。開放中話し掛け多く話の切り上げ出来ずにいる。表所冴えないが他患とのトラブルや衝動行為無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。唐突に奇声を上げ、眼光鋭く体動活発となり落ち着かず、11：10不穏時リスペリドン2ml　1P与薬。その後幻視様の訴えあり、断続的に奇声発し拘束帯からすり抜けようとする様子有りスタッフ二名にて制止する。上記状態を当直医今川Drへ報告、16：00ジプレキサ筋注（10）1A右肩へ施行。施行後も幻視様の訴え変わらず体動あるも拘束帯からのすり抜けは無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・中島　優子様～身体拘束中。拘束部位循環障害、皮膚トラブルなし。点滴漏れあり刺し替え施行。食事介入時は拒否的で体動活発となるが指示の点滴はトラブルなく施行中。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


